



Research on life support affected by the 2004 Chuetu (mid-Niigata prefecture) 
earthquake II: Investigation research about the guidance of emergency food

































































































































































































非常食 1．3 17．9 50．0 30．B
配給食
kn＝77）宰
5．5 39．0 41．6 13．o
救荒食・儀荒食 92．3 6．4 1．3 0ρ























非常食 αo 3．8 14．1 51．3 30β
配給食 α0 6．4 179 474 282
敦荒食・儀荒食 1．3 12．8 39．7 32．1 14．1













非常食 0．0 0．0 α0 35．5 635
配給食 0．0 1．4 5．4 45．9 470
救荒食・儀荒食 α0 9．5 32．4 324 25．7
保存食
y弔73）＊



















































安全性 oo 3．8 26 30．8 6Z8 0ρ
栄蔓性 OP 9．o 5．1 48．7 37．2 oρ
曙好性 15 23」 2，．8 43β 1a3 o．o
経済性 軌o ！4」 2！．8 372 24護 2．6
簡便惟 o．口 3．8 屡．4 38．5 51．3 OP
貯眠柱 OP 1謡 3．8 20．5 74．4 OP















安全性 oo o．o 4．τ 33．3 6Z2 o．o
栄餐性 0ρ 4．1 9．5 47．3 392 oρ
嗜好性 oρ 1α8 31．1 47．3 田』 oρ
経済性 oρ 9．5 2加 44．6 17．6 1．4
簡便性 o．o 1．4 54 32．4 60．8 口．0
貯蔵性 OP 0ρ 5蝿 20．3 74．3 α0













































in＝78） 朝食 昼食 タ食
3’－1
in＝74） 朝食 昼食 タ食
0 16．716．716．7 0 4．1 4．1 5．4







3 1．3 2．6 2．6 3 2．7 4」 2．7








2 7．7 3．8 7．7 2 10．8 8」 14．9










2 1．3 1．3 2．6 2 1．4 2．7 1．4
0 15．416．715．4 0 6．8 8」 6．8
1 76．976．975．6 1 77．078．479．7飲食
ﾝ品




3 0．0 0．0 0．0 3 2．7 2．7 1．4
のごはん・お粥と記述するパネリストの回答が
多く、次に乾パン、缶詰のパンと続いている。
今回、講演会の中で非常用食品の紹介および簡
易な試食を体験したことも食品選択の増加に影
響したと思われる。
　受講後のパネリストに家庭で非常食として備
蓄できるまたは考えられる食品（食材）につい
ても食品群ごとに（質問3’－2）質問した。そ
の結果を「表7　家庭で非常食として考えられ
る食品（食材）」に示す。パネリストは、各食
品群のうち「穀類」（：90．5％）、「調理加工食
品類」（：85．1％）、「嗜好飲料類」（：77．0％）
について、非常食として考えられる食品（食材）
と回答している。質問3’－1で回答された数多
表7　家庭で非常食として可能な食品
　　　（食材）
3’－2
in＝74）
考えられると答えたパネリストの割合
@　　　　　（％）
野菜類 39．2
果実類 55．4
穀類 9α5
いも類 64．9
豆類 52．7
租実類 58」
きのこ類 284
卵類 1α8
乳類 43．2
暗好飲料類 77ρ
調理加工食品類 85」
その他 24β
くの食品が該当する食品分類名と一致している。
これらの結果は、パネリストが講演会受講によ
って非常食についての認識が高まり、非常食の
対象として扱われることが多い食品以外に、日
常において身近にある加工食品（保存食を含め
た食品）の中から非常食として活用可能な食品
を選択することが考えられるようになったこと
を示唆していると考えられる。
4．非常食の学習について
　講演会受講前のパネリストに、はじめて非常
食の学習体験をした時期について質問（質問4
－1）した。また、学習体験した内容について
も記入する形式とした。はじめて参加した時期
の結果を「表8　はじめて非常食の学習体験を
した時期」に示す。パネリストの記憶によると、
26．3％が小学生の時期と答えている。また、そ
の内容は小学校で実施された避難訓練時に乾パ
ンを食した記憶があると答えたパネリストが最
も多かった。
　食の学習では実際に食するという体験は大切
である。非常食の場合も、関心度・認識度を高
めるために極めて効果的であると推察できる。
加えて、深い理解と確実な定着を図るためには、
学習者の年齢や学習する内容およびその展開方
法についても工失する必要があろう。
表8　はじめて非常食の学習体験をした時期
4－1
in＝78）
はじめて参加した時期
@　　（％）
園児 0．0
小学生 26．3
中学生 11．3
高校生 3β
その他 6．3
今回始めて参加 52．5
　非常食を各教科における学習教材（小中高
校）として用いた場合、子どもの防災または災
害への取り組み方や理解度向上にどの程度期待
が持てると考えられるのかその期待度について、
講演会受講前（質問4－2）と受講後（質問4’
－1）のパネリストに質問した。その結果を「図
3　各教科における防災・災害用学習教材とし
ての可能性（質問4－2）」と「図4　各教科
における防災・災害用学習教材としての可能性
一41一
県立新潟女子廻期大学研究紀要　第45号　2008
国隔
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m＃（地4）
督m
賛断
悌膚・際電体肩
厳桁軍眠・置麿科
莫晒
遵理
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モの他
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図3　各教科における防災・災害用学習
　　　教材としての可能性（質問4－2）
国闘
社会〔歴史，
社金〔㎏理1
社金〔公働
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理警4【物珊
理科【化学，
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図4　各教科における防災・災害用学習
　　　教材としての可能性（質問4’　－1）
1）「理科」とは学校教育で、自然界の事物・現顧を学ぷ教科のことをいう。
2）「技術家庭」中学校教育の教科の一。男子向きの技術科と女子向きの家庭科からなる。1958年（昭和33）の教育課程改訂で必
　修科目とされた。
3）f寂庭科J1947年（昭和22）以降、小・中・高の各学校に新設された教科の一。尿庭生活に必要な基礎的な知識・技能・態度
　の習得を目的としている。93年度から中学で、94年度から高校で、男女共修が義務づけられた。
4）「生活科」とは1989年（平成1）告示の学習指導要領に取り入れられた小学校低学年の新教科目である。従来理科と社会科を
　統合されたものをいう。
5）「総合学習」とは、学校教育におけるカリキュラムの一形態のこと。教科の枠組みを超えて総合的に学習を進めることをいう。
（質問4’－1）」に示す。なお、現在、学校に
おける食に関する指導は、給食の時間のほか、
特別活動、社会・理科・生活・家庭・体育（保
健）などの教科、道徳、総合学習、家庭・地域
との連携、個別指導など多岐に渡っているため、
教科目を限定せずに広範囲において質問するこ
とにした。生活科と総合学習は「その他」の項
目に含めた。
　その結果、パネリストは講演会受講の前後共
に「給食」（；前60．3％後60．8％）、「その他（生
活科・総合学習）」（：前51．3％後60．8％へ）の
項目で「とても期待できる」と答えている。震
災時のために準備しておくための食品すなわち
非常食の学習の内容は、限られた教科ではなく、
教科の枠組みを超えた形で総合的に学習が行わ
れる形態の時間や実際に食するという体験を望
んでいると思われる。
　つぎに、非常食・防災と関連づけられたりし
た学習や体験が催された場合、その学習や体験
に参加したいと思うのか、それらへの関心度に
ついて（質問4’－2）、講演会受講後のパネリ
ストに質問した。現在、防災をテーマにした多
くのイベントが様々開催されている。そこで、
開催者側別における各々関心の程度についてパ
ネリストに質問した。ここでは、開催者側を「自
治体」「自衛隊」「病院」「教育機関」「非常食品
製造機関」「各種ボランティア団体」として行
った。その結果を「図5　非常食・防災に関す
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る学習参加への関心度（質問4’－2）」に示す。
パネリストは「非常食品製造機関」に対して「と
ても参加してみたい」「参加してみたい」を合
算すると79．8％と高い関心度を示すことがわか
った。パネリストは非常用食品および非常用食
品の製造について高い関心を持っていると推察
される。「教育機関」に対して59．5％、「自治体」
に対して54，0％「とても参加してみたい・参加
してみたい」と答えている。
日泊体
臼衛博
“競
救胃臓脳
罪窺禽島製遣鞭圓
告皿串’ラ万a団体
　　　　0．0　　　　20、0　　　　40．0　　　　60．0　　　　80．0　　　　100．0
■全く参加したくない　●あまり参加したくないロどちらでもない　　tS）
■参加してみたい　　　ロとても参加してみたい■わからない
図5　非常食・防災に関する学習参加への
　　　関心度（質問4’　－2）
　被災時に病院・自衛隊・自治体からパネリス
ト自身が配給を受けると仮定した場合の希望す
る配給食数について（質問4’－3）講演会受講
後に質問した。ここでの被災時とは、水および
火が使用できない3日間の計9食分についてと
した。希望する配給食数については「0－1食
分」「2－3食分」「3－4食分」「5－6食分」
「8－9食分」から選択し、その理由について
も記入する形式とした。パネリストが配給食数
を選択した結果を「図6　被災時に希望する配
給食数（質問4’－3）」に示す。パネリストは
「自治体」「自衛隊」から数多くの配給食を望
んでいることがわかる。その理由として、多く
のパネリストが、　『病院の備蓄は傷病者に優先
的に用いられるべきものである』『自治体・自
衛隊が配給することは義務である」と捉えてお
り、自治体と自衛隊の備蓄の実態をよく知らな
いとしながらも、　『身近な自治体を希望したい
と思う一方、自治体が備蓄されている配給食数、
自治体が被災した場合に生じるであろう配給停
止の事態などを想定し、確実に安定した配給を
病院
自衛隊
自治体
　o．o　　　　　お　　　　　4e，o　　　　oos　　　　　　on　　　　　Ioo，e
　■o－IA分　　　　ロ2－3食分　　　　．4－SA分　　　〔s｝
　■5－7食分　　　　ロ8－9食分　　　　ロわからない
，　病院（n冨75⊃　3　亀　自衛隊〔n＝75，　零　吃　自治体〔n言74）
・寧病院o－1食分．2－3食分、自衛隊2－3食分．4一匠
　食分と複敗複数回筈のパネリスト1名有り。
　　図6　災害時に希望する配給食数
　　　　　（質問4’－3）
してくれるであろう自衛隊に期待し、希望す
る』と答えている回答が多かった。なお、「わ
からない」と答えたパネリストの多くは、　「配
給食があればどこからでも構わないができれば
1日1食程度は配給を希望する』と答えている。
そのほか『加熱された食事を配給する可能性が
高そうに思われる』『一人ひとりに確実に配給
を実施してくれそうである』といった理由をあ
げて回答しているパネリストが複数いた。
5．災害に備える食とは
　講演会受講前のパネリストに非常食や配給食
から連想するイメージ、講演会受講後のパネリ
ストに災害と食に関する意見についての質問を
した。自由回答の形式で行った。その結果の中
から数多く記述された句を以下に記す。
受講前：『非常食とは乾パン」『調理せずにそ
　のまま食べられる」『缶詰』『年齢別の配慮が
・ないjr空腹を満たせばよいので嗜好性は重
　要ではない」「栄養に偏りがあり長期に渡る
　と体調を崩す」r保存性が高い」「普段は食べ
　たくない」『その場しのぎの食事」「おいしく
　ない」「冷たい』「飽きる』『量が少ない』『水
　分が少なく硬い」「コンビニ」1炊き出し』『よ
　く分からない」
受講後：「非常食≠乾パン』『さまざまな非常
　食がある」「火を使わず簡単操作で暖かいも
　のが食べられ．るのはすごいj『おいしい、お
　年寄りでも食べられそう」『やっぱり栄養が
　取れる美味しい食べ物を食べたい」「食のも
　つおいしさ安心さは心のケアにつながるJ「我・
　慢より安心感」『各入の体調・個食に対応で
　きる食品がほしい』『パンとおにぎりの入手
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　のし易さ食べ易さに驚いた』rこのような講
　習会に積極的に参加したい」『非常食に対す
　る考え方が変わった』「日頃から、受け身で
　はなく積極的に被害に備えたい』『自治体・
　家庭の事前準備を万全に』「身近に安価な非
　常食がほしい」
　受講時の真幣なパネリストの心の内が伺える
内容であった。意識の高まりが認められる。今
回の学習はパネリストに災害と食に関する何が
しかの示峻を与えたと思われる。
　人間は災害から逃れることはできない。未曾
有の20041FIO月の新潟中越地震から3年後の
2007年7月16日、震源の深さ17キロ、マグニチュ
ードは6．8と推定される新潟県上中越沖を震源地
とする地震（新潟県中越沖地震）が発生し、現
在も献身的な復旧が続けられている。私たち一
写翼　柏崎市内に建設される
　　　仮設住宅
人ひとりが
災害対応力
を高め続け
ていくため
に、そのひ
とっとして
非常食や非
常時の想定
される食生
活について、
平常時から
いつも考え続けていく働きかけが大切であろう。
私たちは非常食に関する継続的な学習活動のシ
ステムを必要としていると考える。
　　　　　　　　おわりに
　本研究では、非常食を通じて災害対応力や非
常時の食生活について考えられる、食に関する
指導プログラムの在り方を模索するための基礎
調査をおこなった。
　飽食であるわが国の食生活の中で、食料の調
達は、企業化された食品産業によって賄われて
おり、この加工食品の増加は、企業と消費者の
距離を縮めているといえる。そしてこれは、必
然的に、自ら食料の多くを生産しない生活者に
製造された食料品についての知識と正しく用い
ることができる力を要求している。また、一方
食科を製造・流通する側には、食生活の中に占
める加工食晶の割合の増加がもつ意味や影響を
これまで以上に真摯に受け止めて対応する姿勢
を求めているといえる。
　現在、流通している加工食品のなかには、ま
だよく認識されていない防災用品としての特別
に保存性の高い食品のほかに、日常よく利用さ
れているミネラルウォーター・缶詰・レトルト
食品・インスタント食品といった1～2年程度
の賞味期限を持つ食品がある。これらは家庭に
おける非常食の備えとしても、十分にその役割
の一端を果たすと考える。
　食品のもつ3つの機能すなわち役割とは、「栄
養性」「嗜好性」「生体機能調節」といわれて久
しい。非常時の食事においてもこれらの働きは、
無視できない。非常食を通じて災害対応力や非
常時の食生活について考えられる力を養う指導
内容とは、食に関する知識を深め、食を選択す
る力を習得し、健全な質の高い食生活を実践す
る食育の内容にも繋がると考える。
　今後、非常用食品および各種の加工食品を用
いた非常食の献立構成の視点からさらに検討を
深めていきたい。
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